
(57)【要約】

【課題】　枠組壁工法における耐力壁の高壁倍率化とそ

れに伴う靱性低下の防止を可能とする、高倍率の耐力壁

を提案する。

【解決手段】　所定の間隔で立設された縦枠１１とこの

縦枠１１の上下端部に横設される横枠１２とからなる枠

部材１０と、構造用面材２０と、を主体とする高倍率の

耐力壁１であって、縦枠１１は、構造用面材２０を、そ

の前後から釘３０を介して挟持しており、この釘３０の

二面せん断接合により、当該耐力壁１の壁倍率及び靱性

の保持を可能としている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 間 隔 で 立 設 さ れ た 縦 枠 と 前 記 縦 枠 の 上 下 端 部 に 横 設 さ れ る 横 枠 と か ら な る 枠 部 材
と 、 構 造 用 面 材 と 、 を 主 体 と す る 高 倍 率 の 耐 力 壁 で あ っ て 、
　 前 記 縦 枠 は 、 前 記 構 造 用 面 材 の 前 後 に 配 設 さ れ て お り 、 前 記 構 造 用 面 材 と 、 固 定 部 材 を
介 し て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 高 倍 率 の 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 縦 枠 と 前 記 構 造 用 面 材 と は 、 前 記 固 定 部 材 を 介 し て 二 面 せ ん 断 接 合 に よ り 固 定 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 構 造 用 面 材 は 、 前 記 横 枠 の 内 側 面 に 固 定 さ れ た 補 足 材 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 前
記 横 枠 と 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 枠 部 材 の 一 方 又 は 両 方 の 面 に 構 造 用 面 材 が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 き な 水 平 耐 力 を 有 し た 枠 組 壁 工 法 に お け る 耐 力 壁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 枠 組 壁 工 法 に お い て 、 外 力 に 抵 抗 す る た め の 耐 力 壁 １ ０ １ と し て 、 左 右 に 垂 直 に 立 設 さ
れ た 縦 枠 と こ の 縦 枠 の 上 下 端 に 横 設 さ れ た 横 枠 と に よ り 構 成 さ れ た 枠 部 材 １ １ ０ に 、 そ の
一 方 の 断 面 に 構 造 用 合 板 等 の 構 造 用 面 材 １ ２ ０ が 直 接 釘 １ ３ ０ な ど に よ り 張 り つ け ら れ た
も の が あ る （ 図 ６ （ ａ ） 参 照 ） 。
　 こ の よ う に 、 構 成 す る こ と に よ り 、 耐 力 壁 １ ０ １ は ３ ． ０ 倍 程 度 の 壁 倍 率 を 得 る こ と を
可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の 施 工 方 法 に よ る 耐 力 壁 １ ０ １ は 、 枠 部 材 １ １ ０ に 構 造 用 面 材 １ ２ ０ を 直 接 釘 打 ち
等 に よ り 固 定 す る も の で あ り 、 そ の 強 度 は 、 釘 １ ３ ０ の 耐 力 に よ る も の で あ る 。 つ ま り 、
釘 １ ３ ０ の 一 面 せ ん 断 耐 力 に よ り 耐 力 壁 １ ０ １ の 耐 力 が 決 定 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 従 来 、 前 記 の 壁 倍 率 （ ３ ． ０ 倍 ） 以 上 の 耐 力 を 得 る た め に は 、 構 造 用 面 材 １
２ ０ の 釘 打 ち 間 隔 を 狭 め る 方 法 が と ら れ て い た 。
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 耐 力 壁 の 壁 倍 率 を 上 げ る た め に 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 構
造 用 面 材 １ ２ ０ の 周 囲 に 金 属 製 又 は 合 成 樹 脂 等 で 構 成 し た 薄 い 保 持 力 テ ー プ １ ４ ０ を 介 在
し て 、 そ の 上 か ら 枠 構 造 １ １ ０ に 釘 １ ３ ０ に よ り 固 定 す る こ と に よ り 、 釘 １ ３ ０ の 頭 部 が
保 持 力 テ ー プ １ ４ ０ を 介 し て 広 い 面 で 構 造 用 面 材 １ ２ ０ を 止 着 す る こ と で 壁 倍 率 を ３ ． ５
倍 程 度 ま で 増 加 さ せ る こ と を 可 能 と し た 耐 力 壁 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ９ ５ ９ １ 号 公 報 （ ［ ０ ０ １ ０ ］ － ［ ０ ０ ２ ４ ］ 、 図 １
）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 前 者 の 釘 打 ち 間 隔 を 狭 め る 方 法 は 、 壁 倍 率 は 上 昇 す る も の の 、 耐 力 壁 の 靱 性
が 低 下 す る と い う 問 題 点 を 有 し て い た 。 そ の た め 、 例 え ば 保 有 水 平 耐 力 の 確 認 の 際 に は 、
終 局 時 の 建 物 の 安 全 性 を 考 慮 し て 地 震 力 に よ っ て 各 階 に 生 じ る 水 平 力 を 割 増 し て 計 算 す る
必 要 が あ っ た 。
　 ま た 、 後 者 の 保 持 力 テ ー プ を 介 在 す る 方 法 も 、 あ る 程 度 の 壁 倍 率 の 増 加 は 見 込 め る も の
の 、 釘 の 一 面 せ ん 断 力 に よ る 耐 力 に 頼 る た め 、 壁 倍 率 の 増 加 に は 限 界 が あ る と い う 問 題 点
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を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 枠 組 壁 工 法 に お け る 耐
力 壁 の 高 壁 倍 率 化 と そ れ に 伴 う 靱 性 低 下 の 防 止 を 可 能 と す る 、 高 倍 率 の 耐 力 壁 を 提 案 す る
こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 所 定 の 間 隔 で 立 設 さ れ た
縦 枠 と 前 記 縦 枠 の 上 下 端 部 に 横 設 さ れ る 横 枠 と か ら な る 枠 部 材 と 、 構 造 用 面 材 と を 主 体 と
す る 高 倍 率 の 耐 力 壁 で あ っ て 、 前 記 縦 枠 は 、 前 記 構 造 用 面 材 の 前 後 に 配 設 さ れ て お り 、 前
記 構 造 用 面 材 と 、 固 定 部 材 を 介 し て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 で あ っ て 、 前 記 縦 枠
と 前 記 構 造 用 面 材 と は 、 前 記 固 定 部 材 を 介 し て 二 面 せ ん 断 接 合 に よ り 固 定 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 高 倍 率 の 耐 力 壁 は 、 構 造 用 面 材 が そ の 前 後 の 縦 枠 に よ り 釘 や ビ ス 等 の 固 定 部 材 を
介 し て 固 定 さ れ て い る た め 、 固 定 部 材 に よ る 二 面 せ ん 断 接 合 が な さ れ て い る 。 そ の た め 、
従 来 の 一 面 せ ん 断 接 合 の 耐 力 壁 に 比 べ て 優 れ た せ ん 断 耐 力 を 発 現 す る こ と を 可 能 と し て い
る 。 ま た 、 従 来 と 同 じ 釘 打 ち 間 隔 、 あ る い は 従 来 よ り も 広 い 釘 打 ち 間 隔 で 、 優 れ た せ ん 断
耐 力 を 発 現 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 固 定 部 材 の 間 隔 や 打 ち し ろ に 余 裕 が あ る た め 、
施 工 品 質 が 確 保 し や す く 、 靱 性 が 低 下 す る こ と も な い 。 ま た 、 壁 倍 率 が 向 上 す る こ と か ら
、 建 物 の 設 計 に お い て 必 要 と な る 耐 力 壁 長 さ の 低 減 が 可 能 と な り 、 経 済 的 な 建 物 の 構 築 が
可 能 と な る と と も に 、 窓 や 出 入 り 口 の 配 置 等 の 設 計 の 自 由 度 が 増 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 構 造 用 面 材 が 、 前 記 横 枠 の 内 側 面 に 固 定 さ れ た 補 足 材 に 固 定 さ れ る こ と に よ
り 、 前 記 横 枠 と 固 定 さ れ れ ば 、 作 業 が 簡 易 な た め 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 構 築 が 容 易 と な り 、 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 枠 部 材 の 一 方 又 は 両 方 の 面 に 構 造 用 面 材 が 取 り 付 け ら れ て い れ ば 、 高 倍 率 の
耐 力 壁 の 耐 力 を さ ら に 高 め る こ と が 可 能 と な り 、 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 に よ り 、 枠 組 壁 工 法 の 耐 力 壁 に つ い て 、 靱 性 を 低 下 さ せ ず に 高
壁 倍 率 化 が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 説 明 に お
い て 、 同 一 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 用 い 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
　 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 高 倍 率 の 耐 力 壁 （ 以 下 、 単 に 「 耐 力 壁 」 と い う 場 合 が あ
る ） の 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ の 耐 力 壁 １ の 断 面 図 を 示 し て お り 、 （ ａ ） は 図
１ に 示 す Ａ － Ａ 断 面 、 （ ｂ ） は 同 Ｂ － Ｂ 断 面 、 （ ｃ ） は 図 ２ （ ａ ） の Ｃ 部 分 の 拡 大 断 面 図
で あ る 。 な お 、 説 明 に お い て 、 「 内 側 」 「 外 側 」 は 、 請 求 項 １ の 「 前 」 「 後 」 に 対 応 し て
お り 、 耐 力 壁 １ を 設 置 し た 状 態 で 決 定 す る も の と し 、 図 １ で 示 す 方 向 に 統 一 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 耐 力 壁 １ は 、 所 定 の 間 隔 で 立 設 さ れ た 縦 枠 １ １ と こ れ ら の 縦 枠 １ １
の 上 下 端 部 に 横 設 さ れ る 横 枠 １ ２ と か ら な る 枠 部 材 １ ０ と 、 構 造 用 面 材 ２ ０ を 主 体 と し て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 構 造 用 面 材 ２ ０ は 、 そ の 厚 み が １ ２ ｍ ｍ の 構 造 用 合 板 か ら な り 、 そ の 内 側 と 外 側 に 対 と
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な る よ う に 設 け ら れ た 縦 枠 １ １ と 、 釘 ３ ０ を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 構 造 用
面 材 ２ ０ 及 び 縦 枠 １ １ と 、 そ の 上 下 に 配 置 さ れ た 横 枠 １ ２ と を 固 定 す る こ と に よ り 耐 力 壁
１ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 構 造 用 面 材 ２ ０ と し て 構 造 用 合 板 を 使 用 す る も の と し た が
、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 公 知 の 面 材 か ら 状 況 に 応 じ て 適 宜 選 定 す れ ば よ い 。 ま
た 、 構 造 用 合 板 の 厚 み は 、 状 況 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ く 、 １ ２ ｍ ｍ に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 耐 力 壁 １ は 、 ア ン カ ー ４ を 介 し て 基 礎 ３ に 固 定 さ れ た 土 台 ２ に 、 こ の 土 台 ２ と
内 外 の 縦 枠 １ １ と に ま た が っ て 配 設 さ れ た Ｔ 字 金 物 か ら な る 取 付 金 具 ４ ０ に よ り そ の 下 部
が 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 耐 力 壁 １ の 上 部 は 、 図 示 し な い 天 井 根 太 又 は 上 層 階 の 床 根 太
と 内 外 の 縦 枠 １ １ と に ま た が っ て 配 設 さ れ た 取 付 金 具 ４ ０ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 な お 、
２ 階 部 分 以 上 に 配 設 さ れ る 耐 力 壁 １ １ の 下 部 は 、 内 外 の 縦 枠 １ １ と 床 根 太 に ま た が っ て 配
設 さ れ る 取 付 金 具 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｔ 字 金 物 か ら な る
取 付 金 具 ４ ０ を 介 し て 耐 力 壁 １ を 土 台 ２ や 根 太 に 固 定 す る 構 成 と し た が 、 耐 力 壁 １ の 固 定
方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ホ ー ル ダ ウ ン 金 物 、 Ｖ 字 金 物 、 Ｌ 字 金 物 等 を 利 用
す る な ど 、 公 知 の 方 法 か ら 適 宜 選 定 し て 行 え ば よ い 。 ま た 、 特 に ２ 階 部 分 以 上 の 耐 力 壁 １
に 関 し て は 、 帯 金 物 に よ り 、 下 層 階 の 耐 力 壁 １ と 接 合 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 １ 組 の 耐 力 壁 １ に 対 し て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 構 造 用 面 材 ２ ０
の 両 端 部 に 配 設 さ れ る 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ と 両 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ の 中 央 に
配 設 さ れ る 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ と 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 内 側 の 両 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ に
対 応 す る 位 置 に 配 設 さ れ た 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ ， １ １ ｃ と 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ に 対 応 す る 位 置
に 配 設 さ れ る 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ と の 合 計 ６ 本 の 縦 枠 １ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ と 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ と し て 、 い わ ゆ る ２
× ４ 材 （ 通 常 、 断 面 の 幅 が ３ ８ ｍ ｍ 、 高 さ が ８ ９ ｍ ｍ ） を 使 用 す る も の と し 、 そ の 断 面 に
お い て 広 い 方 の 一 辺 が 構 造 用 面 材 ２ ０ に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 内 端 部 縦
枠 １ １ ｃ ， １ １ ｃ に は 、 い わ ゆ る ４ × ４ 材 （ 通 常 、 断 面 の 幅 ， 高 さ 共 に ８ ９ ｍ ｍ ） を 使 用
す る も の と し 、 そ の 一 辺 が 構 造 用 面 材 ２ ０ に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 内
中 央 縦 枠 １ １ ｄ に は 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ と 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ と 同 様 に 、 ２ × ４ 材
を 使 用 す る も の と し て 、 そ の 断 面 に お い て 狭 い 方 の 一 辺 が 構 造 用 面 材 ２ ０ に 当 接 す る よ う
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ と 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ ， １ １ ｃ 及 び 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ
と 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ に よ り 、 構 造 用 面 材 ２ ０ を そ の 内 外 か ら 挟 み 、 外 側 か ら 釘 ３ ０ を 打 込
む こ と で 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 釘 ３ ０ は 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ ， １ １ ａ 及 び 外 中 央 縦 枠
１ １ ｂ と 構 造 用 面 材 ２ ０ を 貫 通 し 、 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ ， １ １ ｃ 及 び 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ に 所
定 の 定 着 長 が 確 保 で き る 程 度 の 長 さ を 有 し て い る も の を 使 用 す る （ 図 ２ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 横 枠 １ ２ に は 、 い わ ゆ る ２ × ６ 材 （ 通 常 、 断 面 の 幅 が ３ ９ ｍ ｍ 、 高 さ が １ ４ ０ ｍ ｍ ） を
使 用 す る も の と し 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ の 断 面 に お い て 広 い 方 の 一 辺 が 縦 枠 １ １
の 上 下 端 部 及 び 構 造 用 面 材 ２ ０ の 上 下 端 部 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 上 側 横 枠 １
２ ａ の 下 面 （ 請 求 項 ３ の 内 側 面 に 対 応 ） と 下 側 横 枠 １ ２ ｂ の 上 面 （ 請 求 項 ３ の 内 側 面 に 対
応 ） に は 、 構 造 用 面 材 ２ ０ よ り も 内 側 で 、 か つ 、 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ ， １ １ ｃ と 内 中 央 縦 枠
１ １ ｄ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ ２ × ４ 材 か ら な る 補 足 材 １ ３ が 配 設 さ れ て い る 。 各 補 足 材 １ ３
， １ ３ ， … は 、 そ の 断 面 に お い て 広 い 方 の 一 辺 が 上 側 横 枠 １ ２ ａ の 下 面 又 は 下 側 横 枠 １ ２
ｂ の 上 面 に 当 接 し た 状 態 で 釘 ３ １ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 内 側 面 の 上 下 端 部 が 各 補 足 材 １ ３ ， １ ３ ， … に 当 接 す る よ う
に 配 置 さ れ た 後 、 外 側 か ら 釘 ３ ２ を 打 込 む こ と に よ り 、 構 造 用 面 材 ２ ０ と 横 枠 １ ２ と の 固
定 が な さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 耐 力 壁 １ の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 左 右 端 部 に 、 そ の 内 側 及 び 外 側 か ら 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 高 さ と
同 じ 長 さ の 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ 及 び 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ を 、 構 造 用 面 材 ２ ０ を 挟 ん だ 状 態 で 配
置 す る 。 そ し て 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ の 外 側 面 か ら 、 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ に 所 定 の 定 着 長 が 確
保 で き る よ う に 、 等 間 隔 で 釘 ３ ０ を 打 込 み 、 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ 及 び 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ と 構
造 用 面 材 ２ ０ と を 固 定 す る 。 ま た 、 こ れ と と も に 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 中 央 に 、 そ の 内 側 及
び 外 側 か ら 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 高 さ と 同 じ 長 さ の 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ 及 び 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ
を 、 構 造 用 面 材 ２ ０ を 挟 ん だ 状 態 で 配 置 す る 。 そ し て 、 外 中 央 縦 枠 １ １ ｂ の 外 側 面 か ら 、
内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ に 所 定 の 定 着 長 が 確 保 で き る よ う に 、 等 間 隔 で 釘 ３ ０ を 打 込 み 、 外 中 央
縦 枠 １ １ ａ 及 び 内 中 央 縦 枠 １ １ ｃ と 構 造 用 面 材 ２ ０ と を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 縦 枠 １ １ の 構 造 用 面 材 ２ ０ へ の 固 定 に つ い て 、 釘 ３ ０ を 外 端 部 縦 枠 １ １ ａ や 外
中 央 縦 枠 １ １ ｂ か ら 打 込 む 構 成 と し た が 、 例 え ば 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ や 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ か
ら 打 込 む 構 成 や 、 内 側 と 外 側 と の 両 方 向 か ら 打 込 む 構 成 と し て も よ く 、 縦 枠 １ １ と 構 造 用
面 材 ２ ０ と の 固 定 が 可 能 で あ れ ば 、 そ の 打 込 む 方 向 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 縦 枠 １ １ が 固 定 さ れ た 構 造 用 面 材 ２ ０ の 上 端 に 上 側 横 枠 １ ２ ａ 、 下 端 に 下 側 横 枠
１ ２ ｂ を 配 置 す る 。 上 側 横 枠 １ ２ ａ の 下 面 及 び 下 側 横 枠 １ ２ ｂ の 上 面 に は 、 補 足 材 １ ３ が
、 縦 枠 １ １ が 配 置 さ れ る 位 置 を よ け て 、 釘 ３ １ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 構 造 用 面 材 ２ ０ の 外 側 か ら 、 上 下 の 補 足 材 １ ３ に 対 応 す る 位 置 に 釘 ３ ２ を 打 込
む こ と に よ り 、 上 側 横 枠 １ ２ ａ 及 び 下 側 横 枠 １ ２ ｂ と 構 造 用 面 材 ２ ０ と の 固 定 を 行 い 、 耐
力 壁 １ を 構 築 す る 。 な お 、 補 足 材 １ ３ は 、 上 側 横 枠 １ ２ ａ と 下 側 横 枠 １ ２ ｂ を 構 造 用 面 材
２ ０ の 上 下 端 に 配 置 し た 後 、 構 造 用 面 材 ２ ０ と 両 横 枠 １ ２ ， １ ２ と の 接 合 部 の 所 定 の 位 置
に 配 置 し て 、 構 造 用 面 材 ２ ０ と 横 枠 １ ２ に 釘 ３ １ ， ３ ２ に よ り 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ る 耐 力 壁 １ は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 構 造 用 面 材 ２ ０ と
、 そ の 内 側 と 外 側 に 配 置 さ れ た 縦 枠 １ １ と を 、 １ 本 の 釘 ３ ０ を 介 し て 固 定 す る た め 、 い わ
ゆ る 二 面 せ ん 断 接 合 で あ り 、 釘 ３ ０ に よ る せ ん 断 耐 力 が 通 常 の 耐 力 壁 （ 図 ６ 参 照 ） の 釘 の
せ ん 断 耐 力 に 比 べ て 約 ２ 倍 と な る た め 、 優 れ た 耐 力 を 有 し た 耐 力 壁 が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 耐 力 壁 １ は 、 内 側 と 外 側 の 縦 枠 １ １ ， １ １ と 構 造 用 面 材 ２ ０ と
の 組 み 合 わ せ に よ り 、 通 常 の ２ × ６ 材 の 高 さ と 略 同 じ 厚 み を 有 し て い る た め 、 図 ４ に 示 す
よ う に 、 通 常 の ２ × ６ 材 を 縦 枠 ５ １ と し て 起 用 す る 一 般 壁 ５ ０ と の 連 結 も 、 一 般 壁 の 外 側
構 造 用 面 材 ５ ２ と 同 様 の 厚 み を 有 し た 外 側 構 造 用 面 材 ２ １ を 設 置 す る こ と に よ り 、 容 易 に
行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 耐 力 壁 １ の 外 側 面 に 、 さ ら に 他 の 構 造 用 面 材 （ 外 側 構 造 用 面
材 ） ２ １ を 、 釘 を 介 し て 一 面 せ ん 断 接 合 す れ ば 、 さ ら に 、 耐 力 壁 １ の 壁 倍 率 を 高 め る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 に よ り 、 耐 力 壁 の 高 壁 倍 率 化 、 お よ び そ れ に 伴 う 靱 性 低
下 の 防 止 が 実 現 さ れ る た め 、 下 記 に 示 す 効 果 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
（ １ ） 建 物 の 設 計 に お い て 耐 力 壁 長 さ の 低 減 が 可 能 と な る た め 、 建 物 の 壁 の 開 口 部 設 置 な
ど 、 設 計 の 自 由 度 が 増 す 。
（ ２ ） 内 壁 に 頼 ら な い 外 壁 だ け に よ る 水 平 力 の 負 担 が 容 易 に な り 、 設 計 の 自 由 度 が 拡 大 す
る 。
（ ３ ） 木 造 耐 火 構 造 、 混 構 造 （ 例 え ば 、 Ｒ Ｃ 構 造 と ２ × ４ 構 造 と の 混 合 構 造 の 建 物 等 ） な
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ど 、 固 定 荷 重 が 重 い 建 物 の 構 築 に 有 利 で あ る 。
（ ４ ） 釘 の 打 ち し ろ 拡 大 に よ る 施 工 性 及 び 施 工 品 質 の 向 上 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 耐 力 壁 の 実 証 実 験 の 結 果 に つ い て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 表 １ は 、 釘 間 隔 を 狭 め た 従 来 の 耐 力 壁 に 対 し て 、 水 平 力 を 加 え て 、 そ の 壁 倍 率 を 測 定 し
た 結 果 で あ る 。 な お 、 表 １ に お い て 、 面 材 の 片 面 貼 り と は 、 枠 部 材 に 対 し て 外 側 の み に 構
造 用 面 材 を 設 置 し た 場 合 を 示 し 、 両 面 貼 り と は 、 枠 部 材 の 内 側 と 外 側 と の 両 面 に 構 造 用 面
材 を 設 置 し た 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 耐 力 壁 は 、 釘 間 隔 を ５ ０ ｍ ｍ （ 通 常 １ ０ ０ ｍ ｍ ） に 狭 め る こ と に よ
り 、 壁 倍 率 （ 通 常 ３ ． ０ ） が 片 面 張 り で ５ ． １ と な り 、 大 幅 に 増 加 す る 結 果 が 得 ら れ た 。
と こ ろ が 、 釘 間 隔 を 狭 め た 結 果 、 片 面 貼 り 、 両 面 貼 り 共 に 、 靱 性 率 μ が 減 少 す る の で 、 構
造 特 性 係 数 Ｄ ｓ が ０ ． ３ 以 上 と な る た め 、 靱 性 が 低 下 す る こ と を 示 し て い る 。
　 こ こ で 、 構 造 特 性 係 数 Ｄ ｓ と は 、 靱 性 率 μ か ら 求 め ら れ る 変 形 能 力 に よ る 地 震 エ ネ ル ギ
ー の 吸 収 力 に 応 じ た 低 減 係 数 で あ り 、 そ の 数 値 が 大 き い 程 、 大 変 形 時 に お け る 水 平 耐 力 の
低 下 が 著 し い こ と を 示 し て い る 。 な お 、 釘 間 隔 を １ ０ ０ ｍ ｍ と し た 通 常 の 耐 力 壁 で は 構 造
特 性 係 数 Ｄ ｓ ＝ ０ ． ３ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 ２ は 、 本 発 明 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 に 対 し て 、 正 負 繰 り 返 し 水 平 力 を 加 え て そ の 壁 倍 率 を
測 定 し た 結 果 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 表 ２ よ り 、 本 発 明 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 は 、 釘 間 隔 が ２ ０ ０ ｍ ｍ で 、 壁 倍 率 α が ７ ． ５ ９ と
な り 、 大 幅 に 増 加 す る 結 果 と な っ た 。 ま た 、 構 造 特 性 係 数 Ｄ ｓ も ０ ． ２ ８ で あ る た め 、 ０
． ３ 以 下 で 、 大 変 形 時 の 靱 性 低 下 の 防 止 が 実 現 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 外 側 面 に 、 さ ら に 構 造 用 面 材 を 設 置 す れ ば 、 壁
倍 率 が さ ら に 増 加 す る こ と が 想 定 さ れ 、 好 適 で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 に つ い て 、 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 各 実 施 形 態
に 限 ら れ ず 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 内 端 部 縦 枠 １ １ ｃ と し て ４ × ４ 材 、 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ と し
て ２ × ４ 材 を 使 用 す る も の と し た が 、 縦 枠 の 材 料 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 内 端 部 外 枠 １ １ ｃ ’ 及 び 内 中 央 縦 枠 １ １ ｄ ’ と し て ２ × ２ 材 を 使
用 し て 、 耐 力 壁 １ ’ の 厚 み を ２ × ２ 材 の 高 さ と 同 等 と す る こ と で 、 ２ × ２ 材 を 使 用 し た 一
般 壁 と の 接 合 を 可 能 と す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 一 組 の 耐 力 壁 に お い て 、 構 造 用 面 材 の 内 側 と 外 側 に そ れ ぞ れ
３ 本 ず つ 縦 枠 を 配 置 す る 構 成 と し た が 、 例 え ば 中 央 の 縦 枠 を 省 略 し て 構 造 用 面 材 の 内 側 と
外 側 に そ れ ぞ れ ２ 本 ず つ の 縦 枠 を 配 置 す る 構 成 や 、 中 央 の 縦 枠 を ２ 本 ず つ 配 置 し て 構 造 用
面 材 の 内 側 と 外 側 に そ れ ぞ れ ４ 本 ず つ の 縦 枠 を 配 置 す る 構 成 と し て も よ く 、 耐 力 壁 の 枠 材
の 構 成 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 補 足 材 を 構 造 用 面 材 の 内 側 に 配 置 す る も の と し た が 、 こ れ に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 構 造 用 面 材 の 外 側 、 あ る い は 、 構 造 用 面 材 の 内 側 と 外 側 に 配 置
し て も よ い 。
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 固 定 部 材 と し て 釘 を 使 用 す る も の と し た が 、 例 え ば ビ ス を 使
用 す る な ど 、 縦 枠 と 構 造 用 面 材 と の 二 面 せ ん 断 接 合 を 可 能 と す る 部 材 で あ れ ば 、 そ の 材 料
は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 高 倍 率 の 耐 力 壁 １ の 断 面 図 を 示 し て お り 、 （ ａ ） は 図 １ に 示 す Ａ － Ａ 断 面
、 （ ｂ ） は 同 Ｂ － Ｂ 断 面 、 （ ｃ ） は 図 ２ （ ａ ） の Ｃ 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 外 側 面 に さ ら に 構 造 用 面 材 を 設 置 し た 平 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 高 倍 率 の 耐 力 壁 の 他 の 構 成 を 示 す 平 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） ,（ ｂ ） と も に 従 来 の 耐 力 壁 の 構 成 を 示 す 平 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 　 　 耐 力 壁 （ 高 倍 率 の 耐 力 壁 ）
　 １ ０ 　 　 枠 部 材
　 １ １ 　 　 縦 枠
　 １ １ ａ 　 外 端 部 縦 枠
　 １ １ ｂ 　 外 中 央 縦 枠
　 １ １ ｃ 　 内 端 部 縦 枠
　 １ １ ｄ 　 内 中 央 縦 枠
　 １ ２ 　 　 横 枠
　 １ ２ ａ 　 上 側 横 枠
　 １ ２ ｂ 　 下 側 横 枠
　 １ ３ 　 　 補 足 材
　 ２ ０ 　 　 構 造 用 面 材
　 ２ １ 　 　 外 側 構 造 用 面 材 （ 構 造 用 面 材 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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